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研究成果の概要（和文）：地域紛争や国際環境破壊などの今日われわれが経験する多くの問題の核心は、関係者間にお
ける利害と行動の調整であり、それは交渉により行われている。本研究では、集団内部でどのような交渉が行われ、そ
れがどのような行動を引き起こすのかに関する実験研究を行った。社会心理学の分野で開発された先制攻撃ゲームでは
、集団は個人に対してより攻撃的になることが観察された。また、2人ゼロサムゲーム状況において集団は個人に比べ
てよりナッシュ均衡予測と整合的な（より合理的な）行動をすることが観察された。

研究成果の概要（英文）：The essence of the problem we encounter today, such as regional conflict and 
destruction of environment, is adjustment between persons involved on interests and actions, which is 
typically done through the negotiation. This research project investigate experimentally how people 
negotiate in the group, and what they choose. In the preemptive strike game, which is developed in social 
psychology, groups became more aggressive against individuals. In two-person zero-sum game, groups behave 
more consistent with Nash equilibrium prediction than do individuals.

研究分野：ゲーム理論・実験経済学

キーワード： 実験経済学　集団と個人の意思決定　交渉
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の問題意識は、地域紛争や国際環境
破壊といった状況において、各経済主体間で
どのような交渉が行われ、どのような結果が
起こるのかを検証する点にある。経済学で考
えられている一般的な非協力交渉理論は、利
得（もしくはパイの配分）に関する交渉に焦
点を当てている。さまざまな交渉理論のモデ
ルが提案されているが、共通しているのは、
提案者と呼ばれる 1人のプレーヤーが、パイ
の配分に関する提案をし、残りのプレーヤー
がそれに対して受け入れるのか拒否するの
かを選ぶ。本研究が対象とするのは、これま
で考えられてきたプレーヤー間の利得に関
する交渉のみならず、行動に関する交渉をも
含むものである。これまでの交渉理論と異な
る点は、提案者が複数存在し、各自が自分の
行動を提案する。すなわち、1 人のプレーヤ
ーだけでは合意内容を完全に指定すること
ができない点にある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、さまざまな戦略的状況におい
て、どのように交渉が行われ、到達した合意
内容にどのような特徴があるかについて、実
験的・理論的検証を行う。特に注目したい点
は、実験において、被験者がどのような提案
をしているかということである。可能性とし
て、3 種類の提案が考えられる。1 つ目は、
自分と相手の行動の提案である。これは言い
換えれば、これまでの交渉理論と同じように、
全プレーヤーの利得を提案していることに
等しい。2 つ目は、自分の行動のみに関する
提案である。3 つ目は、相手の行動のみに関
する提案である。例えば囚人のジレンマ状況
において、相手に協力するように求めるとい
うようなものである。2つ目と 3つ目は一般
的な非協力交渉理論では取り扱われていな
い内容である。Content analysisの手法を用
いて検証を行い、実際に行われている交渉プ
ロセスを抽象化し、新たな交渉理論の構築に
努める。 
 
３．研究の方法 
まず、囚人のジレンマ、線形公共財ゲーム、
非線形公共財ゲーム、コーディネーションゲ
ームなど、さまざまな戦略的状況の下で、交
渉を可能にする実験をデザインする。具体的
には、実験中に被験者にチャットをしてもら
ったり、対面で会話をしてもらったりなど、
さまざまな交渉の形態を設定する。さまざま
な交渉形態の下で、直面している戦略的状況
について、自由にコミュニケーションをして
もらう。その交渉内容を記録し、content 
analysis の手法を用いて、どのような交渉プ
ロセスが採用され、どのような合意内容に至
っているのかを明らかにする。特に注目した
い点は、どのような形の提案が行われている
かという点である。自分の行動と相手の行動
についての提案、すなわち、すべてのプレー

ヤーの利得プロファイルの提案を行ってい
るのか、自分が選択する行動の提案だけを行
っているのか、あるいは、自分の行動ではな
く、相手の行動に関する要求を行っているの
かに注目したい。また、提案者がどのように
して決まり、提案者と被提案者がどのように
入れ替わっているのかについても注目した
い。 
本研究の研究体制として、高知工科大学の上
條良夫氏（経済学）と三船恒裕氏（社会心理
学）を連携研究者として迎えて行った。 
 
４．研究成果 
(1)当初、本研究の注目するポイントは「集
団内でどのような交渉が行われているかを
content analysisの手法を使って明らかにす
る」ことであったが、連携研究者の上條良夫
氏と研究協力者の三船恒裕氏との対話の中
で「地域紛争などの集団間紛争場面において
それぞれの集団内でのコミュニケーション
のもと、どのような結果が導かれるのかを確
認すること」は当初予定していた研究内容よ
りもより重要な研究課題であるという結論
に至った。社会心理学の分野では先制攻撃ゲ
ームという紛争場面を作り出す環境はすで
に開発されているものの、そのもとで集団が
どのような意思決定を行うのかは実験され
ておらず、これを検証することになった。 
 先制攻撃ゲームは、政治学で戦争の原因の
一つと扱われてきた先制攻撃という現象に
注目し、これを一種の経済ゲームの形にした
ものである。参加者が二人一組になり、実験
者から元手（500 円）を与えられて実験開始
となる。参加者は制限時間（30 秒）以内に
PC 画面上に表示される赤いボタンを押すか
否かを決定する。ボタンを押したほうは元手
から少額（100 円）が減額され、押されたほ
うは多額（400 円）が減額される。結果は 30
秒後に開示されるが、ボタンは早押しで決ま
るため、「お互いに押した」という結果は起
こりえない。お互いに押さなければ元手の金
額がそのまま実験報酬となる。先行研究では
参加者の約 3割から 5割がボタンを押したこ
とが報告されている。 
本研究ではプレーヤーのタイプを個人と
３人１組の集団に分け、個人対個人、集団対
個人、集団対集団の実験を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 攻撃率 



集団はボタンを押すかどうかについて５分
間集団内で相談することができる。結果は以
下のとおりである。個人対個人の攻撃率、集
団対集団の攻撃率、集団対個人の個人の攻撃
率はほぼ同じで４割程度であった。しかし集
団対個人の集団の攻撃率は７割を超えた。本
研究は PLOS ONE 誌に投稿し、現在改訂要求
が来ている。この論文は高知工科大学の三船
恒裕氏（社会心理学）、肥前洋一氏（政治学）、
上條良夫氏（経済学）との共同研究である。
異分野の研究者が集まり、一つの論文として
まとめることができたことは非常に意義深
いものである。 
 
(2)集団内で話し合った意思決定がどのよう
な経済学的特徴を持っているかを２人ゼロ
サ ム ゲ ー ム で 確 か め た 論 文 と し て
Okano(2013)がある。Okano (2013)では、ま
ず被験者が 2 人 1 組のチームを組み、1 チー
ムが 1 人のプレーヤーとして、O’Neill 
(1987)の混合戦略2人ゼロ和ゲームを繰り返
しプレーする実験を行った。チームは実験中、
チームメイトと自由に話し合いながら一つ
の行動を決定する。一方で、通常の経済学実
験で行われているように、1 人の被験者が 1
人のプレーヤーとして行動する場合の実験
を行う。この実験デザインにより、集団と個
人の意思決定の違いを比較した。この結果、
チームの行動は多くの点でナッシュ均衡予
測と整合的な行動をとっているということ
が明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表１ O’Neill (1987)ゲーム 

 
 本研究では、この実験結果の分析をさらに
進め、実験データを前半と後半に分けて分析
を行った。２人ゼロサムゲーム実験の先行研
究でも前半と後半に分析されている。例えば、
Palacios-Huerta and Volij (2008)のプロサ
ッカー選手が２人ゼロサムゲーム実験を行
ったデータを前半と後半に分けて分析した
Wooders (2010)では、全体としては均衡と整
合的にプレーしていたプロサッカー選手で
も、前半と後半に分けて分析すると、均衡予
測とは非整合的な行動をしているというこ
とを明らかにしている。本研究では、データ
を前半と後半に分けて分析しても、チームの
行動はナッシュ均衡予測と整合的であると
いうことを明らかにしている。本論文は
Applied Economics Letters に掲載された。 
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